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１
一
は
じ
め
に
－
横
浜
に
と
っ
て
港
と
は

　
神
奈
川
の
一
漁
村
で
あ
っ
た
横
浜
は
一
八
五
九
年

（
安
政
六
年
）
、
わ
が
国
と
諸
外
国
と
を
結
ぶ
交
流
・

貿
易
の
窓
口
と
し
て
開
港
さ
れ
、
そ
の
後
百
三
十
五

年
間
に
わ
た
っ
て
首
都
圏
を
中
心
に
東
日
本
一
円
を

背
後
圏
と
す
る
国
際
貿
易
港
と
し
て
、
産
業
活
動
や

消
費
生
活
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し
て
、
ま
た
海
陸

を
結
ぶ
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　
横
浜
港
の
歴
史
は
、
ま
た
埋
立
の
歴
史
で
も
あ
り

ま
す
。
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
鶴
見
・
神
奈

川
の
京
浜
工
業
地
帯
の
埋
立
、
一
九
六
〇
年
代
の
高

度
成
長
期
に
お
け
る
根
岸
湾
工
業
地
帯
の
埋
立
、
そ

の
後
の
金
沢
地
先
埋
立
等
で
生
み
出
さ
れ
た
臨
海
部

の
埋
立
地
に
は
鉄
鋼
・
造
船
、
金
属
・
機
械
、
石
油

精
製
、
食
品
工
業
等
の
製
造
業
を
中
心
に
地
域
経
済

を
支
え
る
産
業
が
集
積
し
て
い
る
と
と
も
に
、
電
力
、

ガ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
下
水
処
理
場
、
ご
み

焼
却
場
な
ど
の
都
市
施
設
が
立
地
し
、
豊
か
な
市
民

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
三
百
三
十
万
人
に
な
ろ
う
と
す
る
人
口
を
擁
す
る

大
都
市
横
浜
に
お
い
て
は
、
都
心
機
能
の
強
化
や
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
活
環
境
の
整

備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
み
な
と
み
ら

い
2
1
事
業
で
は
、
都
心
臨
海
部
を
再
開
発
し
、
業
務
・

商
業
・
文
化
や
国
際
交
流
機
能
等
の
集
積
を
図
り
、

二
十
一
世
紀
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
さ
ん
橋
や
山
下
公
園
周
辺
は
、
多
く
の
市
民
や

観
光
客
が
訪
れ
る
「
み
な
と
横
浜
」
の
魅
力
的
な
観

光
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
沢

区
の
海
の
公
園
や
横
浜
・
八
景
島
は
、
市
民
の
誰
で

も
が
気
軽
に
海
辺
の
散
策
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
め
る
快
適
な
環
境
を
創
る
と
と
も
に
、
水
族
館

や
飲
食
・
商
業
施
設
等
を
整
備
し
た
横
浜
の
新
し
い

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
今
日
、
横
浜
港
は
海
陸
を
結
ぶ
交
通

の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済

の
発
展
・
都
市
の
自
立
性
の
強
化
・
豊
か
な
市
民
生

活
を
実
現
す
る
た
め
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

２
一
港
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化

①
－
二
十
一
世
紀
へ
の
ト
レ
ン
ト

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
進
歩

に
よ
り
、
人
・
物
・
金
と
情
報
の
国
際
間
の
移
動
は

一
層
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
九
三

年
十
一
月
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
成
立
に
よ
り
、

国
際
間
の
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
実
現
す
る
た
め

の
統
一
的
基
準
・
シ
ス
テ
ム
作
り
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

①
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
ｌ
躍
動
す
る
総
合
港
湾
－
の
考
え
方

■
安
武
啓
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ク
化
が
一
段
と
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
港
湾
の
施
設
整
備
や
管
理
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
よ
り
一
層
世
界
的
な
広
が
り
の
中
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
球
温
暖
化
・
酸
性
雨
・
海
洋
汚
染
等
の

地
球
規
模
の
環
境
問
題
や
、
大
気
・
水
質
・
生
物
相

な
ど
地
域
的
な
環
境
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
対
応
し
た
取
り
組
み
も

必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
人

に
や
さ
し
い
物
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
－
経
済
・
貿
易
構
造
の
変
化

　
ソ
連
邦
の
崩
壊
・
旧
共
産
圏
経
済
諸
国
の
市
場
経

済
化
へ
の
動
き
に
よ
り
、
今
日
世
界
経
済
は
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
既
に
本
格

的
な
工
業
化
が
始
ま
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
経
済
開
放
政
策
を
進
め
て
い
る

中
国
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
五

年
間
の
年
平
均
国
内
総
生
産
伸
び
率
が
、
そ
れ
ぞ
れ

六
・
三
％
、
七
・
一
％
、
八
・
四
％
と
高
い
経
済
成

長
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
貿
易
に
つ
い
て
も
ア
ジ
ア
地
域
の
伸
び
が
大
き
く
、

電
気
製
品
・
機
械
・
自
動
車
な
ど
の
耐
久
消
費
財
や
、

繊
維
製
品
・
食
料
品
・
そ
の
他
雑
貨
な
ど
の
消
費
財

の
貿
易
量
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
一
千
億
ド
ル
を
超
え
る
日
本
の
貿
易
黒
字
は
為
替

レ
ー
ト
の
円
高
を
招
く
と
同
時
に
、
規
制
緩
和
や
非

関
税
障
壁
の
排
除
に
よ
る
輸
入
拡
大
へ
の
圧
力
を
高

め
て
い
ま
す
。
自
動
車
・
家
電
・
半
導
体
な
ど
の
日

本
の
輸
出
産
業
は
、
円
高
に
よ
り
国
際
競
争
力
が
低

下
し
、
輸
出
量
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内

で
の
生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
の
部
品
を
輸
入
品

に
切
り
替
え
る
動
き
や
、
海
外
生
産
を
拡
大
す
る
動

き
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
国
内
で
は
産
業

構
造
の
高
度
化
や
工
場
の
再
配
置
・
リ
ス
ト
ラ
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

③
－
物
流
・
海
運
動
向

　
最
近
十
年
間
（
一
九
八
三
～
一
九
九
二
年
）
に
お

け
る
世
界
の
海
上
輸
送
量
は
、
対
前
年
比
平
均
二
・

八
％
と
穏
や
か
な
伸
び
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
つ
い
て
は
、
平
均
伸
び
率

八
・
八
％
（
一
九
八
〇
～
一
九
九
一
年
）
と
高
い
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
経
済
成
長
期
に
あ
る
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
伸
び
が
大
き
く
、
一
九
九
一
年

の
こ
の
二
つ
の
地
域
の
港
湾
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
、

二
千
六
百
十
九
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
日
本
に
お
け
る
取
扱
量

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
１
総
合
港
湾
へ
の
模
索
０
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

の
三
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
米
・
欧
州
・

ア
ジ
ア
の
三
大
拠
点
で
全
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

約
八
割
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
（
表
－
１
）
。

　
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
航
路
は
、
こ
れ
ら
の
三
大
拠
点

を
結
ぶ
基
幹
航
路
に
就
航
し
て
い
る
船
舶
の
寄
港
す

る
港
（
ハ
ブ
ポ
ー
ト
）
と
、
域
内
を
結
ぶ
航
路
に
就

航
し
て
い
る
船
舶
の
寄
港
す
る
港
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
ポ
ー

ト
）
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
の
増
加
に
伴
い
、
基
幹
航
路
に

就
航
す
る
コ
ン
テ
ナ
船
は
年
々
大
型
化
の
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
寄
港
地
も
集
約
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。

　
世
界
の
一
、
二
を
争
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
の

取
扱
量
は
七
百
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
一
九
九
二
年
）
を
超
え
、

さ
ら
に
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
フ
ィ
ー
ダ
ー

サ
ー
ビ
ス
網
の
中
核
と
し
て
、
ま
た
膨
大
な
人
口
を

抱
え
、
経
済
発
展
の
著
し
い
中
国
へ
の
中
継
港
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
（
表
－
２
）
。

注
①

　
Ｔ
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Ｕ
＝
T
w
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n
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E
q
u
i
v
a
l
e
n
t
U
n
i
t

　
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
は
、
主
に
∞
×
∞
×

Ｓ
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
と
∞
×
∞
×
４
０
フ
ィ

ー
ト
コ
ン
テ
ナ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
二

十
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
の
個
数
で
計
上
し

た
も
の
を
、
二
十
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
換

算
＝
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
い
う
。

注
②
フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
外
航
コ
ン
テ
ナ
船
サ
ー
ビ
ス
は
、
少
数

港
間
を
往
復
す
る
方
が
、
採
算
上
有
利
で

あ
り
、
ま
た
港
湾
に
対
す
る
投
資
の
効
率

化
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
外
航
用
コ

ン
テ
ナ
ふ
頭
は
、
少
数
の
重
要
港
だ
け
に

建
設
さ
れ
、
そ
の
他
の
港
と
の
連
絡
は
支

線
サ
ー
ビ
ス
（
国
内
間
の
場
合
は
内
航
サ
ー

ビ
ス
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
を
フ
ィ

ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
い
い
、
陸
上
フ
ィ
ー

ダ
ー
と
海
上
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
が
あ
る
。

３●

表－1　地域別港湾コンテナ取扱量

表－２　主要港のコンテナ取扱量



　
近
年
の
国
内
貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
、
生
産
・
消

費
行
動
の
高
度
化
・
多
様
化
に
伴
い
、
多
品
種
少
量

物
品
の
多
頻
度
輸
送
や
定
時
性
の
確
保
、
流
通
加
工
・

配
送
管
理
等
を
含
め
た
質
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
環
境
問
題
・
労
働
力

不
足
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
観
点
か
ら
幹
線
貨
物

輸
送
の
分
野
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
・
海

運
へ
輸
送
機
関
を
転
換
す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推

進
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
や
雑
貨
と
い
っ
た
小
口
貨
物
の

輸
送
に
適
し
た
国
内
航
路
網
の
整
備
や
、
超
高
速
貨

物
船
（
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
ｆ
ナ
ー
＝
Ｔ
Ｓ
Ｌ
）
の

研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
一
横
浜
港
の
現
状
と
課
題

①
－
空
間
利
用
の
現
状

　
横
浜
港
の
港
湾
区
域
（
港
湾
管
理
者
の
権
限
の
及

び
得
る
水
域
）
は
七
千
四
百
九
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

横
浜
市
域
の
約
六
分
の
一
の
面
積
で
す
が
、
入
出
港

船
舶
の
航
行
路
・
錨
泊
地
の
外
、
金
沢
地
区
は
主
に

ヨ
ッ
ト
ー
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
・
釣
り
舟
な
ど
で
賑

わ
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
水
域
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
臨
港
地
区
の
面
積
は
二
千
六
百
六
十
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
港
湾
機
能
の
保
持
・
活
用
を
図
る
た

め
必
要
な
陸
域
と
し
て
都
市
計
画
で
定
め
て
お
り
、

条
例
に
よ
る
構
築
物
の
建
設
や
用
途
に
関
す
る
規
制

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
臨
港
地
区
内
に
は
原
油
・
石

油
製
品
・
非
鉄
金
属
・
穀
類
・
鉄
鋼
・
自
動
車
等
を

専
用
的
に
取
り
扱
う
百
六
十
五
の
民
間
係
留
施
設
が

あ
り
、
製
造
業
・
運
輸
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
約
十

二
万
人
（
一
九
九
一
年
調
査
時
点
）
の
従
業
者
が
働

い
て
い
ま
す
。

　
工
業
製
品
・
雑
貨
を
中
心
と
し
た
コ
ン
テ
ナ
貨
物

は
公
共
ふ
頭
で
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
港
内
に
は
八

つ
の
ふ
頭
、
九
十
五
パ
ー
ス
の
大
型
船
岸
壁
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
牧
ふ
頭
は
一
九
六
三
年
か
ら
一

九
七
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
横
浜
港

最
大
の
ふ
頭
で
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物

の
八
三
％
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
大
黒
ふ
頭
は
横
浜
港
で
最
も
新
し

い
ふ
頭
で
、
一
九
九
二
年
十
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
Ｄ
Ｃ
｜
３
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
コ
ン
テ
ナ
船

の
大
型
化
に
対
応
し
た
大
水
深
・

大
規
模
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
す
。

　
一
八
九
四
年
に
竣
功
し
た
大
さ

ん
橋
は
横
浜
港
で
最
も
古
い
客
船

ふ
頭
で
、
一
九
九
八
年
完
成
を
目
。

指
し
て
再
整
備
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
内
港
地
区
に
は
、

一
般
貨
物
船
が
接
岸
す
る
山
下

ふ
頭
、
山
内
ふ
頭
、
出
田
町
ふ

頭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
南
本
牧
ふ
頭
の
建
設

を
進
め
て
お
り
、
船
舶
の
大
型

化
・
物
流
量
の
増
大
に
伴
い
新

し
い
ふ
頭
施
設
は
港
の
沖
合
に

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
一
１
）
。

②
－
増
加
す
る
コ
ン
テ
ナ
輸
送

　
　
へ
の
対
応

　
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

の
横
浜
港
の
取
扱
貨
物
量
は
一

億
二
千
三
百
七
十
万
ト
ン
（
前

図一１　横浜港の空間利用の現状

年
比
一
・
〇
％
増
）
、
そ
の
う
ち
外
貿
貨
物
は
六
千

八
百
二
十
四
万
ト
ン
（
同
五
・
二
％
増
）
と
な
り
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
は
、
輸
出
一
千
七
百
二
十
五
万
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ト
ン
（
同
一
二
・
五
％
増
）
、
輸
入
一
千
四
百
三
十

四
万
ト
ン
（
同
二
四
・
一
％
増
）
、
合
計
で
三
千
百

五
十
九
万
ト
ン
（
同
一
七
・
五
％
増
）
と
初
め
て
三

千
万
ト
ン
の
大
台
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
テ

ナ
取
扱
個
数
も
合
計
で
、
前
年
比
一
五
％
増
の
二
百

十
七
万
個
（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
と
な
り
世
界
の
ト
ッ
プ
十
入

り
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
横
浜
港
外
貿
取
扱
貨
物
量
の
推
移
を
、
一
九
八
七

年
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
改
訂
し
た
現
行
の
港
湾
計

画
の
推
計
値
と
比
較
し
て
み
る
と
、
輸
入
コ
ン
テ
ナ

貨
物
の
増
加
が
著
し
く
既
に
二
〇
〇
〇
年
推
計
値
を

超
え
て
い
ま
す
。
在
来
貨
物
は
コ
ン
テ
ナ
化
の
進
展

に
よ
り
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

減
少
率
は
年
率
一
・
四
％
と
比
較
的
緩
や
か
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
公
共
ふ
頭
の
取
扱
量
は
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
増
加

に
よ
り
予
測
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
対
照

的
に
専
用
ふ
頭
取
扱
量
は
輸
出
が
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
共
ふ
頭
で
の
取
扱
シ
ェ
ア

が
六
六
・
一
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
近
年
わ
が
国

の
貿
易
構
造
の
変
化
に
よ
る
製
品
輸
入
の
増
加
と
専

用
ふ
頭
で
取
り
扱
っ
て
い
る
自
動
車
・
鉄
鋼
輸
出
量

の
減
少
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
貿
易
構
造
の
変
化
の

動
向
に
対
応
し
た
横
浜
港
の
機
能
強
化
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
－
３
）
。

　
一
九
九
三
年
の
入
港
船
舶
数
は
外
・
内
航
船
合
計

で
五
万
五
千
六
百
九
十
一
隻
と
前
年
比
一
・
二
％
減

少
し
て
い
る
が
、
総
ト
ン
数
で
は
逆
に
増
加
し
て
お

り
船
舶
の
大
型
化
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
フ

ル
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
外
航
船
全
体
の
三
四
・
七
％
の

四
千
三
百
三
十
二
隻
が
入
港
し
、
一
隻
あ
た
り
約
二

万
二
千
三
百
総
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
％
増
）
と
大
型

化
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過

載
量
四
千
個
以
上
の
大
型
船
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
に

対
応
し
た
最
新
鋭
の
施
設
は
、
大
黒
Ｃ
Ｉ
３
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
岸
壁
延
長
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
水
深
マ
イ

ナ
ス
ー
四
メ
ー
ト
ル
、
ス
ー
パ
ー
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
三
基
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
面
積
一
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

だ
け
で
あ
り
、
一
九
九
四
年
の
秋
に
二
番
目
の
大
黒

Ｃ
‐
４
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
は
急
速
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
横
浜
港
が
世
界
の
主
要
港
と
し
て
発
展
し
て
い

表一３　横浜港外貿取扱貨物量の推移

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
‐
総
合
港
湾
へ
の
模
索
①
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

く
た
め
に
は
、
大
水
深
・
大
規
模
な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

③
－
既
存
施
設
の
再
開
発
、
産
業
基
盤
の
再
編
。

　
　
高
度
化
と
環
境
の
向
上

　
建
設
後
百
年
を
経
過
す
る
大
さ
ん
橋
や
、
明
治
の

面
影
を
残
す
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
が
あ
る
新
港
ふ
頭
は
、

横
浜
港
で
も
最
も
古
い
ふ
頭
で
あ
り
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
岸
壁
直
背
後
に
上
屋
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

な
ど
、
コ
ン
テ
ナ
化
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
ふ
頭
形
態
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

同
様
の
ふ
頭
形
態
は
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
出
現
す
る

以
前
に
建
設
さ
れ
た
山
下
ふ
頭
な
ど
に
つ
い
て
も
言

え
る
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
一
般
貨
物
船
で
輸
送
さ
れ
る
在
来
貨
物
を

取
り
扱
う
た
め
の
施
設
需
要
が
ど
う
推
移
す
る
か
を

見
極
め
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
機
能
転

換
や
、
施
設
の
再
編
・
再
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
鶴
見
・
神
奈
川
の
京
浜
工
業
地
帯
は
、
早
い
と
こ

ろ
で
埋
立
か
ら
八
十
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
施

設
の
老
朽
化
・
遊
休
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
産
業
構
造
の
変
化
か
ら
、
各
企
業
内
で
生
産

施
設
か
ら
研
究
開
発
施
設
へ
の
転
換
な
ど
、
リ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
動
き
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
の
工
業
地
帯
は
、
十
分
な
緑
地
率
が
取

ら
れ
て
な
い
こ
と
や
、
工
業
等
規
制
法
上
の
制
約
等

か
ら
施
設
の
更
新
が
図
ら
れ
な
い
な
ど
、
防
災
対
策

や
環
境
の
向
上
の
面
で
も
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
京
浜
工
業
地
帯
を
安
全
で
優
れ
た
環
境
を

持
つ
、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
高
度
な
産
業

基
盤
と
し
て
再
編
・
再
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

５●



な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
－
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現

　
所
得
水
準
の
向
上
、
余
暇
時
間
の
増
大
等
に
よ
り
、

人
々
の
要
望
は
物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら
精
神
的
な
豊

か
さ
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
成
熟
化
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
活
動
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
、
快
適

性
や
自
然
に
配
慮
し
た
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
ー
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
や
魚
釣
り
・
潮
干
が
り
・
磯
遊
び
と
い
っ
た

海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

も
強
く
、
海
と
い
う
自
然
の
中
で
水
に
触
れ
・
楽
し

み
・
時
を
過
ご
す
場
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
私
達
の
生
活
は
世
界
の
国
々
か
ら
輸
入
さ

れ
る
物
質
な
し
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
豊
か
な
市

民
生
活
は
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
に
基
づ
い
た

多
様
な
選
択
が
で
き
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
も
の
で

す
。
横
浜
港
の
輸
入
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
世
界
の
優
れ
た
製
品
を
展
示
・
紹
介
し
、
手

軽
に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
づ
く
り
も

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
港
と
市
民
生
活
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強

め
る
た
め
に
は
、
市
民
が
直
接
消
費
す
る
生
鮮
食
料

品
な
ど
の
生
活
関
連
物
資
を
取
り
扱
う
内
貿
機
能
の

強
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
横
浜
港
に
入
港
し
た
大
型
客
船
数
は
、
日
本
の
船

会
社
が
相
次
い
で
大
型
客
船
を
就
航
さ
せ
た
一
九
九

〇
年
を
底
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
三
年
に
は

百
二
十
六
隻
と
一
九
九
〇
年
の
Ｉ
・
八
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
最
近
は
定
期
航
路
と
異
な
り
、
観
光

や
ゆ
と
り
あ
る
船
旅
を
楽
し
む
ク
ル
ー
ズ
船
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
余
暇
時
間
の
増
加
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多

様
化
に
対
応
し
た
、
ク
ル
ー
ズ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

夢
と
賑
わ
い
の
あ
る
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
の
充

実
が
必
要
で
す
。

⑤
－
制
約
条
件
の
顕
在
化

　
横
浜
港
の
港
湾
区
域
は
一
昨
年
、
お
よ
そ
三
十
五

年
振
り
に
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
横
浜
港
の

沖
合
は
東
京
湾
全
体
の
船
舶
航
行
路
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
拡
張
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
港
に
は
、
航
行
路
の
ほ
か
入
出
港
船
が
一
時
的
に

停
泊
す
る
た
め
の
錨
泊
地
な
ど
の
水
域
が
必
要
で
す
。

東
京
湾
の
内
で
も
、
横
浜
港
の
大
黒
ふ
頭
沖
や
根
岸

湾
沖
は
錨
泊
船
が
多
い
水
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
物
流
需
要
に
対
応
し
た
新
し
い
ふ
頭
や
、

廃
棄
物
・
建
設
残
土
な
ど
の
最
終
処
分
地
と
し
て
埋

立
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
横
浜
港
の
埋
立
可
能
な

水
域
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
東
京
湾
は
世
界
的
に
見
て
も
、
高
密
度
に
開
発
・

利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
埋
立
や
再

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
環
境
を
積
極
的
に
改

善
す
る
た
め
の
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
湾
の
入
口
の
浦
賀
水
道
を
通
航
し
た
一
万
総

ト
ン
以
上
の
大
型
船
隻
数
は
、
一
九
九
二
年
度
で
約

二
万
七
千
五
百
隻
と
十
年
前
に
比
べ
約
二
五
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
早
朝
六
時
と
夕
方
六
時
の
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
十
分
に
一
隻
の
間
隔
で
大

型
船
が
狭
い
水
道
を
通
航
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
東

京
湾
内
各
港
の
施
設
整
備
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
湾

全
体
で
の
船
舶
航
行
安
全
上
の
検
討
等
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

４
一
横
浜
港
の
将
来
像
と
主
要
施
策

①
－
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針

　
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
国
際
的
な
つ
な
が
り
が

増
々
深
ま
る
中
で
、
経
済
・
貿
易
構
造
の
変
化
や
地

球
的
な
環
境
問
題
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
重
視
へ
と
社
会
の
基
調

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
総
合
的
な
港
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
横
浜
港
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

積
極
的
に
対
応
し
、
「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
活
力
あ

る
み
な
と
」
、
「
う
る
お
い
の
あ
る
市
民
の
み
な
と
」

、
「
国
際
性
あ
ふ
れ
る
み
な
と
」
を
基
本
的
な
柱
と

し
て
、
物
流
・
業
務
・
文
化
・
国
際
交
流
等
の
多
様

な
機
能
が
、
調
和
よ
く
配
置
さ
れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る

先
進
的
な
み
な
と
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
三
本
の
柱
の
主
要
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

②
－
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
活
力
あ
る
み
な
と

①
今
後
も
増
加
が
予
測
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
や
、

船
舶
の
大
型
化
な
ど
物
流
の
技
術
革
新
に
対
応
し
た

大
規
模
・
高
規
格
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
南
本

牧
ふ
頭
、
大
黒
ふ
頭
等
に
整
備
し
ま
す
。

　
製
品
輸
入
の
増
加
・
物
流
需
要
の
高
度
化
に
対
応

し
た
総
合
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
ー
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ト
・
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
港
湾
情
報
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
本
牧
ふ
頭
・
山
下
ふ
頭
な
ど
既
存
ふ
頭
の
再
編
整

備
や
山
内
ふ
頭
・
瑞
穂
ふ
頭
地
先
の
内
貿
バ
ー
ス
の

整
備
な
ど
に
よ
り
、
ふ
頭
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

②
港
湾
内
及
び
背
後
地
と
の
円
滑
な
交
通
処
理
を
図

る
た
め
、
高
速
湾
岸
線
・
臨
港
幹
線
道
路
な
ど
に
よ

る
港
を
支
え
る
交
通
体
系
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
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ま
す
。

③
港
湾
活
動
の
高
度
化
・
効
率
化
に
対
応
し
た
優
れ

た
人
材
の
確
保
と
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
港
を

魅
力
あ
る
就
業
の
場
と
す
る
た
め
、
福
利
厚
生
施
設
・

緑
地
な
ど
を
整
備
し
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

④
臨
海
部
工
場
の
再
編
の
動
き
へ
の
対
応
や
立
地
用

途
規
制
の
見
直
し
等
を
進
め
、
臨
海
部
の
産
業
の
高

度
化
・
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
り
ま

す
。

　
都
心
臨
海
部
の
山
内
ふ
頭
周
辺
地
区
か
ら
新
港
地

区
、
山
下
・
新
山
下
地
区
に
至
る
港
湾
再
開
発
を
進

め
、
港
湾
中
枢
機
能
や
業
務
・
商
業
・
文
化
・
市
民

利
用
施
設
な
ど
の
集
積
を
図
り
、
都
心
機
能
の
強
化

と
賑
わ
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
－
う
る
お
い
の
あ
る
市
民
の
み
な
と

①
海
と
い
う
自
然
の
持
つ
豊
か
さ
や
港
の
雰
囲
気
を

市
民
が
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
臨
港
パ
ー
ク

な
ど
の
水
際
線
緑
地
や
、
み
な
と
の
散
歩
道
を
整
備

し
ま
す
。
都
心
臨
海
部
の
水
際
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
歴
史
的
資
産
の
保
存
・
活
用
や

水
辺
を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
地
域
特
性
を
活
か
し
た
市
民
と
み
な
と
が
ふ
れ
あ

う
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
京
浜
臨
海
部
で
は
、
末
広
地
区
の
鶴
見
航
路
橋
を

の
ぞ
む
広
場
や
、
大
黒
地
区
海
釣
り
施
設
等
を
整
備

し
ま
す
。

　
根
岸
湾
臨
海
部
で
は
、
掘
割
川
河
口
地
区
を
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
金
沢
臨
海
部
で
は
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
と
し
て
、
金
沢
地
区
マ
リ
ー
ナ
や
人
工
海
浜

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

③
市
民
が
手
軽
に
快
適
に
水
に
親
し
め
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
水
際
線
の
拠
点
や
河
川
・
運
河
を
結
ぶ

水
上
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

海
域
や
河
川
・
運
河
の
浄
化
を
進
め
、
水
域
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
放
置
艇
対
策

と
し
て
金
沢
地
区
マ
リ
ー
ナ
を
収
容
拠
点
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
放
置
艇
の
解
消
の
た
め
の
制
度
を
定

め
、
安
全
で
秩
序
あ
る
水
域
利
用
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。

④
－
国
際
性
あ
ふ
れ
る
み
な
と

①
ク
ル
ー
ズ
時
代
の
新
し
い
横
浜
の
海
の
玄
関
と
し

て
、
大
さ
ん
橋
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
再
整
備
し
ま
す
。

国
内
外
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
な
ど
に
よ
る
客
船
の
寄

港
促
進
や
市
民
体
験
ク
ル
ー
ズ
の
実
施
な
ど
、
ク
ル
ー

ズ
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。

②
姉
妹
港
や
世
界
の
主
要
港
と
の
交
流
活
動
を
通
じ

て
、
横
浜
港
の
振
興
と
国
際
的
地
位
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

③
開
発
途
上
国
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
、
専

門
家
の
派
遣
な
ど
に
よ
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
国
際
的
な
港
湾
技
術
研
修
機
能
を
充
実
し

ま
す
。

５
-
今
後
の
課
題

　
世
界
は
今
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
将
来
に

わ
た
っ
て
横
浜
港
を
市
民
が
誇
れ
る
も
の
と
し
て
維

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
－
総
合
港
湾
へ
の
模
索
０
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
先
取
り

す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
・
経
済
全
般
に
わ
だ
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
流
れ
の
中
で
、
物
流
の
一
層
の
効
率
化
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
デ
ー
タ
交
換
）
に

よ
る
国
際
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、
日
曜
荷

役
等
の
港
湾
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
の
国
際
化
は
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。
ま
た
、
超
高
速
貨
物
船

（
Ｔ
Ｓ
Ｌ
）
や
コ
ン
テ
ナ
自
動
化
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
始

め
と
す
る
技
術
革
新
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
す
る
中
で
、
都
心
臨
海
部
や
京
浜
工
業
地
帯

を
中
心
に
、
施
設
の
老
朽
化
や
機
能
的
な
陳
腐
化
な

ど
か
ら
、
立
地
企
業
に
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し

た
土
地
利
用
の
転
換
・
再
開
発
の
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
適
切
に
誘
導
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
都
市
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
土
地
利
用
の
転
換
に

合
わ
せ
た
臨
港
地
区
の
見
直
し
、
規
制
内
容
の
緩
和

も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
臨
海
部
の
開
発
可
能
空
間
も
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
そ
の
開
発
・
利
用
・
保
全
に
あ
た
っ

て
は
、
よ
り
一
層
の
環
境
面
へ
の
配
慮
が
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
開

発
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
積
極
的
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

船
舶
の
排
煙
対
策
な
ど
世
界
の
港
と
共
同
し
た
取
り

組
み
が
必
要
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

△
港
湾
局
企
画
調
整
担
当
部
次
長
企
画
担
当
課
長
∇

注
③
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

　
大
規
模
開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
自
然

を
別
の
場
所
で
再
現
す
る
制
度
で
、
開
発

と
環
境
保
全
の
両
立
を
掲
げ
る
新
し
い
考

え
方
。
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